
◆１．学校が楽しい。
◇１．子どもは学校へ行くのを楽しみにしている。

児童 保護者
よく 223 123
やや 129 150
あまり 38 39
全く 20 5
その他・無 11 83

◆２．家庭学習や予習に進んで取り組んでいる。
◇３．子どもは家庭学習の習慣が身についている。

児童 保護者
よく 124 97
やや 195 147
あまり 71 60
全く 20 14
その他・無 11 81

◆３．友だちにやさしくしている。

児童 保護者
よく 230 107
やや 133 163
あまり 44 41
全く 3 6
その他・無 11 83

◆４．毎日、明るく元気にすごしている。
◇５．子どもは毎日元気でたくましく育っている。

児童 保護者
よく 217 194
やや 133 116
あまり 44 9
全く 15 0
その他・無 12 81

◆５．学校や社会のきまりを守っている。
◇６．子どもは学校や社会のルールを守っている。

児童 保護者
よく 209 158
やや 154 140
あまり 37 17
全く 4 2
その他・無 13 83

◆１３．家の人と学校での出来事について話をしている。
◇１８．子どもの学校での生活について、よく知っている。

児童 保護者
よく 104 56
やや 103 159
あまり 51 40
全く 21 10
その他・無 10 46

１４．家の手伝いをしている。
２年度 (人) ３年度 (人) ２年度 (人) ３年度 (人)

よく 130 124 よく 90 99
やや 182 195 やや 109 116
あまり 85 71 あまり 64 51
全く 24 20 全く 11 13
その他・無 5 11 その他・無 3 10

１３．家の人と学校での出来事について話をしている。
２年度 (人) ３年度 (人)

よく 102 104
やや 97 103
あまり 50 51
全く 24 21
その他・無 3 10

※全校児童回答 ※３年生以上回答

令和３年度　『学校評価』　（児童・保護者アンケート結果より）

　昨年１２月に実施しました学校評価にかかるアンケートにご協力いただき、ありがとうございました。評価いただいたアンケートの集計結果より、
その概要と課題の一端についてご報告します。
　設問内容の中で、児童と保護者の皆様の共通項目の一部について、それぞれの意識を比較したもの取り上げています。
　このアンケートから見えてきた課題の解決に向けて、保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力を、今後とも、どうぞよろしくお願いいたしま
す。
※アンケート１３については３年生以上、アンケート１８についてはPTA会員数で回答いただいたものです。　◆は児童、◇は保護者の方へのアンケート項目です。

・学校を楽しく感じていない児童が1.5割近くいることに着目する必要があります。今後、その要因がどこにあるのか分析を進め、コロナ禍（新しい生活
様式）の中でも、どの児童も楽しく過ごすことのできる学校づくりを全職員で取り組んでいきたいと思います。

・家庭学習への取組や習慣に課題が見られる結果となりました。宿題だけでなく、自主学習の推進に取り組んでいますが、更にその内容の精選と工夫
に努め、家庭との連携を図りながら「自ら学ぶ子」の育成に努めていきたいと思います。

◇４．子どもは人への思いやりなど豊かな心が育っている。

・相手の気持ちを考える、相手の立場になって行動することを軸に、人を思いやることを大切にした学校づくりに取り組んできました。その結果、児童の
「広い心」が育まれています。これからも人と人とのつながりを大切にしながら「こころやさしい子」の育成に努めていきたいと思います。

・コロナ禍（新しい生活様式）の中でも工夫して休み時間を有意義に過ごしている姿があります。また、学校として伴小マラソンや長縄などの継続的な
取組を通して、体力の向上にも取り組んでいます。しかし、進んで体を動かすことを好まない児童もまだ多く見られます。基本的な生活習慣の定着とあ
わせて、体育学習の見直しや工夫を行い、「進んで運動する子」の育成に努めていきたいと思います。

・「きまり」を守ることへの児童の意識が高まりつつあります。今後、児童会と連携しながら子どもたちが主体となって「きまり」の意味や大切さについて
考えることのできる活動や場の設定を工夫し、子ども自らが安心して安全に生活し学ぼうとする学校づくりを進めていきたいと思います。

・ご家庭でも、「声かけ」を大切にしていただき、何でも話せる温かな関係づくりに努めていただきたいと思います。また、ご家庭でのコミュニケーション
の一助となるよう校報や学級・学年通信の工夫、HPの定期的な更新を行い、学校からの積極的な情報発信にも取り組んでいきたいと思います。

「家庭」で過ごす時間を見つめ直してみましょう！　【　本校児童の家での過ごし方について　】
２．家庭学習や予習に進んで取り組んでいる。

・家庭学習を継続して取り組む児童が増えてきました。た
だ、個人差の広がりが気になります。今後も自主学習の
推進など、やりがいのある家庭学習になるよう家庭と学校
が連携して取り組んでいきたいと思います。ご協力をお願
いします。

・家族の一員としての関わりが少ないのが今年も気になり
ます。共にお家のことをすることで、「家」への愛着も生ま
れ、家族のつながりも強くしていくはずです。共に過ごす時
間をつくりながら、家庭を大切に思う心情を育んでいきま
しょう。

☆保護者の方の声より☆（一部抜粋）
  ・コロナ禍で色々な対策は大変かと思うが、行事を工夫して開催してほしい。
　・仕事を休めないので、今後も今くらいの行事の量にしてもらえると有難い。
　・あいさつは大切ということを教えてほしい。
　・外部の方を招いての学習はとても新鮮で、刺激になると思う。
　・コロナ禍で、日々窮屈な生活を強いられている。ストレスや我慢による免疫力
　  低下が心配。

※保護者の皆様から貴重な意見や要望等をたくさんいただきました。ありがとうござ
いました。今年度も例年とは違った学校生活を強いられました。これからも、コロナ
禍（新しい生活様式）の中で、学校が子ども達にとって「安心・安全」な場所になるよ
うに努めてまいります。
　今後も、本校教育へのご理解ご支援をどうぞよろしくお願い申しあげます。

※３年生以上回答
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☆保護者の方の声より☆（一部抜粋）
  ・コロナ禍で色々な対策は大変かと思うが、行事を工夫して開催してほしい。
　・仕事を休めないので、今後も今くらいの行事の量にしてもらえると有難い。
　・あいさつは大切ということを教えてほしい。
　・外部の方を招いての学習はとても新鮮で、刺激になると思う。
　・コロナ禍で、日々窮屈な生活を強いられている。ストレスや我慢による免疫力
　  低下が心配。

※保護者の皆様から貴重な意見や要望等をたくさんいただきました。ありがとうござ
いました。今年度も例年とは違った学校生活を強いられました。これからも、コロナ
禍（新しい生活様式）の中で、学校が子ども達にとって「安心・安全」な場所になるよ
うに努めてまいります。
　今後も、本校教育へのご理解ご支援をどうぞよろしくお願い申しあげます。

・昨年度に続き、家庭での会話に課題が見られる結果とな
りました。校報や通信、HP等を通してできるだけ学校の情
報を伝えるようにしていきますが、お家の人からも積極的
に話しかけていただき、さりげない話題も大切にしながら
会話の絶えない温かで心落ち着く家庭づくりに努めていき
ましょう。


